
ベートーヴェン：《ディアベリ変奏曲》	

	 タイトルにある「ディアベリ」とは、作曲家・楽譜出版人として活動したア

ントン・ディアベリ（1781-1858）のこと。彼はハイドンの弟子で、音楽教師と

して生計を立てていたが、一念発起して 1824 年、楽譜出版社ディアベリ商会を

興した。	

	 そこで思いついたのが、フンメル、ツェルニー、シューベルト、リスト……

など、約 50 人の音楽家にディアベリが自作した 32 小節のワルツ主題をもとに

作曲してもらい、彼らの名前を冠した「変奏曲集」を出版するという企画。ベ

ートーヴェンは当初この主題を酷評して、依頼に応じなかったが、《第九》交響

曲の作曲中に気休めで筆を走らせていたら、いつの間にか演奏に１時間近くを

要する大作に仕上がってしまった。ちなみに、ベートーヴェンはピアノのため

の変奏曲を生涯に 19 曲残しており（作品番号を与えられたのは４曲）、変奏曲

というジャンルがピアノ演奏と同様に身近なものであったことがうかがえる。	

	 《ディアベリ変奏曲》は、ディアベリの主旨を無視するかのように、拍子も

リズムも変えられた第１変奏から様々な作曲技法を駆使して即興的に楽想の移

ろいを綴っていく。特に、モーツァルトの《ドン・ジョヴァンニ》のテーマを

登場させた第 22 変奏から、フーガの第 32 変奏、メヌエットの第 33 変奏へと続

く終盤は、その熱気を帯びた音楽づくりに圧倒される。	

	

F.ジェフスキ：《不屈の民》変奏曲	

	 1938 年生まれのフレデリック・ジェフスキは、ポーランド系アメリカ人の作

曲家兼ピアニスト。ハーヴァード大学、プリンストン大学で V.トムソン、R.セ

ッションズ、W.ピストンらに師事し、さらに渡伊して L.ダラピッコラのもとで

も学んだ。シュトックハウゼンのピアノ曲の初演者として名を成し、マルクス

主義者としての政治的主張を音楽で表現する即興演奏家の顔も持つ（現在は、

かつてのような前衛性は後退しているが）。	

	 チリの作曲家であるセルヒオ・オルテガの革命歌「不屈の民（団結した人民

は決して敗れない！）」をもとにした《不屈の民》変奏曲は、ピアニストのウル

スラ・オッペンスからの委嘱を受けて着手。1976 年にケネディ・センターで催

された「アメリカ建国 200 年音楽祭」で、ベートーヴェンの《ディアベリ変奏

曲》とともに演奏されるべく構想された。作曲は 1975 年の９月から 10 月にか

けてニューヨークで行なわれ、予定通り翌年、オッペンスにより初演された。

本曲はジェフスキの代表作であると同時に、現代音楽としては稀に見るポピュ

ラリティを獲得しており、のちに作曲者自身の演奏によるレコーディングも行

なわれた。	

	 ピアニストにとっては非常な難曲で、約１時間の演奏時間を要する大作であ

ることに加え、随所で超絶技巧も要求される。ニ短調の「不屈の民」のテーマ

に始まり、36 の変奏を奏でるなかで「可能な限り速く」と指定された第 23 変

奏や、長大なカデンツァなど熾烈を極めた演奏が披露される。	


